
□ 平成 24 年度 澪電会見学会のご案内（詳細） 

拝啓 会員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より本会の活動にご理解

とご支援を賜り感謝申し上げます。さて、恒例となっております見学会を下記の通りご案内申し上

げます。ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

□ 日程：１１月１３日（火）（日帰り） 

□ 見学内容： 

(1) 電気系 研究室見学（新しくなった電気系を訪れ、３つの研究室を見学する。） 

伊瀬研究室（システム・制御・電力工学コース、旧電気） 

 電気エネルギーの発生・伝送・変換・制御の分野でエネルギー資源・環境問題を

視野に入れた新技術の創造を目指し、パワーエレクトロニクスを基礎として超伝導

技術の適用をも考慮し、下記のテーマに関する研究と関連学問分野の教育を行って

います。 

 •環境低負荷の分散形電源を多数含む新しい電気エネルギー流通システムの研究

この中では、直流マイクログリッドにおける、ファジー制御を併用したゲイン可変

制御による配電電圧制御、リアルタイムシミュレータを用いたシステムの解析方法、

保護システム、非接触給電方式によるコンセントなどについて研究を行っている。 

 •高効率電力変換器を備えた分散形電源および

電力貯蔵装置に関する研究 この中では、二次励

磁誘導発電機を用いたガスエンジン発電機の可

変速制御、分散形電源の系統連系インバータに同

期発電機と同様の特性を持たせて系統の安定化

を図る仮想同期発電機、離島向けの太陽光発電シ

ステム、大容量ソフトスイッチング電力変換器、

風力発電模擬装置、電気自動車充電器などにつ

いて研究を行っている。 

 •超伝導電力貯蔵装置、直流広域ネットワークなど超伝導の電力応用に関する研究 

この中では、超伝導電力貯蔵装置を有する直流送電システムによる系統安定化制御、

超伝導ケーブルを用いた低周波送電、故障電流限流装置などの研究を行っている。 

 •新しいパワー半導体デバイスの研究 この中では、SiC デバイスを用いた周波数

変換装置としてマトリックスコンバータの研究を行っている。 

 •パワーエレクトロニクスによる電力系統制御装置に関する研究 この中では、大

容量向け用途に適したマルチモジュラーマトリックスコンバータによる周波数変

換装置について研究を行っている。 

 

図１ 10kW 太陽光発電装置 
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尾崎研究室（量子電子デバイス部門、旧電子） 

人間の脳はもちろん、小さな生物達も有機物でできていて、しかも、考え、記憶し、

動き回り、子孫を残すという多様で高度な働きをしています。そのことを考えると、

有機系分子材料がもつ機能を活用すれば全く新しい概念の電子デバイスが開発で

きるかもしれません。 

 

そこで、当研究室では、「有機」をキーワード

に、自己組織的に分子が並んで機能を示す「液

晶」と、π電子が電界・磁界・光と効率的に相

互作用して高い機能を示す「π共役系分子・高

分子」を中心とした材料について、電子・光物

性を明らかにすると共に、未来のエレクトロニ

クス、フォトニクスを担う新概念のデバイスへ

の応用を探求しています。  
 

       図 2 フレキシブル液晶レーザー 

  

 

 

河崎研究室（情報通信工学部門、旧通信） 

電磁波によるリモートセンシング（人工衛星観

測を含む），大気中での電気現象を扱う大気電

気学を基礎として，電力への応用を行う電力気

象学および放電高電圧工学等に関する教育と研

究を行っている。 

・広帯域干渉計による電波源測位に関する研究 

・新たなレーダの開発と電力気象への応用 

・人工衛星による地球環境計測に関する研究 

 

添付の写真の説明：電気系 E3 棟屋上に設置さ

れた X バンドフェーズドアレイドップラー

レーダ 

 

 

            図 3 ドップラーレーダ 
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(2) レーザーエネルギー学研究センター 

 世界最大級出力の LFEX レーザー（10kJ, 

1ps, 10PW）や図１に示す GEKKO XII レー

ザー（20kJ, 1ns, 10TW）を用いて、レー

ザー核融合、超高圧発生、実験室宇宙物

理等の研究を進めている。ビデオによる

紹介と実験装置の見学を行う。 

 

     図 4 GEKKO XII レーザー装置 

 

(3) 総合学術博物館（豊中キャンパス） 

 阪大では、第二次世界大戦後まもなく真空管式コンピュータの研究と試作を始め

ました。その当時誕生したばかりの真空管式コンピュータと、時代の先駆を担った

研究者たちを紹介しています。 

ノーベル物理学賞を受賞した湯川秀樹が、中間子論を着想した大阪大学物理学教

室。当時、日本の科学の中心といわれた理学部の自由な研究環境、そこに関わりの

ある様々な研究者を紹介しています。 

光学顕微鏡、電子顕微鏡、超高圧電子顕微鏡のしくみや、細胞より小さい分子の

構造や、仕組みを明らかにするＸ線構造解析などの技術と、それらを利用した研究

の一端を紹介しています。 

 

１． 集合場所：「千里中央駅」（タクシー乗場の周辺 8:50） 

２． スケジュール： 

8:50 ご集合 「千里中央駅」（タクシー乗場の周辺） 

（貸切バス移動 ３０分） 

9:30～11:45  電気系研究室見学（吹田キャンパス） 

12:00～13:00  昼食と休憩（ラシェーナ） 

13:15～14:45  レーザー研究センター見学 

（貸切バス移動 ４５分） 

15:30～16:30  総合学術博物館（豊中キャンパス） 

（貸切バス移動 ３０分） 

17:00 ご解散  「千里中央駅」 

３． 募集人員：最大４５人程度（先着順にて受付ます） 

４． 参加資格：澪電会会員 

５． 見学会費：4,000 円程度（昼食代＋バス代等） 

６． 申込み方法：申込み用紙に必要事項を記入のうえ、下記までお送り下さい。尚、FAX、電子メ

ールにてもお申込を受付けます。 

１．FAX 番号：06-6879-7774（澪電会事務局） 
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２．郵送の場合：〒565-0871 吹田市山田丘 2-1 大阪大学工学部電気系内 

澪電会事務局 

３．はがきの場合：(1) 平成 24 年度澪電会見学会へ参加 (2) 氏名 (3) 自宅住所（郵便番号） 

住所が勤務先の場合は、(4) 勤務先 をご記入の上 ２．の宛先までお願い致します。 

４．メールの場合：(1) 平成 24 年度澪電会見学会へ参加 (2) 氏名 (3) 自宅住所（郵便番号） 

住所が勤務先の場合は、(4) 勤務先 をご記入の上 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp  

までお願い致します。 

７． 申込み締切：平成 24年 10 月 19 日（金） （先着 45 名で締切らせて頂きます。） 

８． 問合せ先： 澪電会事務局 安井晴子（TEL: 06-6879-8743） 

     （電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp） 

    大阪大学レーザーセンター 藤田尚徳（TEL: 06-6879-8763） 

     （電子メール：fujitah@ile.osaka-u.ac.jp） 

 

－－－必要事項をご記入の上，本紙をそのまま FAX 申込用紙としてお使いください－－－ 

FAX 番号：06-6879-7774（澪電会事務局） 

 

H23 澪電会見学会／参加申し込み用紙 

 

参加者 

 卒業学科 電気 通信 電子 情報 電情エネ 電気電子情報 

 卒業年次 学部 修士 博士、 大正・昭和・平成   年度卒業 

会員氏名：                 

連絡先 

 住所：〒                               

（自宅住所が望ましい） 

 

（住所が勤務先の場合は、以下に勤務先をご記入下さい） 

勤務先： 会社・団体名                       

 所属・役職                        

 


